








要約 

1.ラット肝細胞による実験で,不飽和脂肪酸が肝内からのプロトロンビン分泌を抑制する

成績が得られ，ヒトで母乳中の何らかの物質が VK 凝固因子の合成又は分泌を抑制する可能

性が示唆された。 

2.ビタミン K欠乏(VKD)の指標として PIVK-Ⅱと ELISA 法(E-1023 法)とを比較した。 

3.VKD の指標として PIVKA-ProteinC の出現する事が示唆された。 

4.新生児の肝には VKが少ない事及び VK の補給により肝内に,これの蓄積される事,但し,1

か月間の持続に付いては保証されていない事等が示された。 

5.新生児で腸からの VK の吸収の不良な例では VKD が起こり易い。 

6.乳児 VKDは,女児よりも男児の方が起こり易い。その比は 1か月未満の方が,より顕著で

あった。 

7.早期新生児期における VK の必要量は 15μg 程度と推定された。 

8.分娩前の母体に大量の VK を与える事で新生児 VKD は予防出来る可能性がある。分娩後母

体に VK を経口投与する事で,母乳中の VK 分泌量を増加させ得る。但し,その分泌量は乳汁

中の脂肪量にも左右される。9.母体に VK 含量の多い食品を,摂取させる事で,その乳汁中の

VK 含量を高める事が出来るか否かについては更に検討を要する。 

10.全国主要施設の調査結果から,我が国で成熟新生児に就いては,その80%以上はVKDに対

して,その予防投与等の処置が取られていると推察される。 

11.出生後間もなくの時期より VK を投与する事によって,新生児 VKD に対しても,予防効果

が顕著である事が認められた。 

12.静岡県,長崎県,神奈川県では VKD 防止対策の普及により VKD の発生は,激減している。 


